
核のゴミ最終処分場 
狙われる岩手 

高レベル放射性廃棄物 

2019.5.18 
花巻市まなび学園  

主催　平和憲法・9条を守る花巻市民の会  
三陸の海を放射能から守る岩手の会　永田文夫  



報道ステーション 
「最終処分場はどこへ・・ 
行き場のない“核のゴミ”」 

2015.3.11報道　(45分) 
インターネットで下記から視聴できます　検索 
「最終処分場はどこへ行き場のない“核のゴミ”」 

http://www.at-douga.com/?p=13335  
http://www.dailymotion.com/video/x2jafaz 
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中日新聞2012.9.18 

最終処分場選定の事業主体
NUMOの技術開発評価会議の 
委員5人のうちの一人 
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Long-term stability of geologic environment and proposal of super 
long-term crustal stability province of Quaternary Japanese islands. 

 
Masaki TAKAHASHI (Nihon Univ.) and Hidekazu YOSHIDA (Nagoya Univ.) 
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元動燃勤務、　　国放射性廃棄物WG委員 
地層処分技術WG委員兼務 

NUMO技術評価会議委
員 

根釧海岸が入っていない？ 



北上・阿武隈山地を適地とすることは 
「地震現象への考慮に欠けている」　　 

石橋克彦神戸大名誉教授反論 
活断層がなくても大きな地震が起こる 
１９３１年　北上山地付近　M６．５ 
１９５６年　阿武隈山地付近　M６．０ 
２０００年　鳥取西部地震　M７．３ 
２０１４年　淡路島地震　M６．３ 
 
活断層が存在しない場所で未成熟な亀裂系が大地震を起こすことが 
十分考えられる 
 
「高レベル放射性廃棄物の最終処分について」日本学術協力財団より 
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2
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震
動
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違
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3
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東日本大震災による地盤沈下 
高
田
松
原
の
地
盤
沈
下 

　
３
・
１
１
前
後
　
　 
６
２
セ
ン
チ
沈
下 

震災前 

震災後 

古川沼は無
くなってし
まいました。 
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28回放射性廃棄物WG
資料３−２ 
地層処分技術WGとり
まとめ２０１６．８
から 

第一段　文献調査約２年(10億円/年) 
第二段　概要調査約４年(20億円/年) 
第三段　精密調査約14年 
第四段　処分場決定 



地震：震源地、震度、多発に
触れないのはなぜか 

隆起・侵食としているが沈降
がないのはなぜか 

 地下水について触れないのは
なぜか 



釡石鉱山（１８５７～１９８８主に鉄鉱石採掘）の空洞を利用
し　動燃の原位置試験が１９８７～１９９７まで１０年間行わ
れた。花崗閃緑岩 

水が流れています 



独アッセ低中レベル放射性廃棄物
最終処分場（地下400～900ｍ） 
　　地下水侵入により廃棄物撤去 
　　岩塩層安定神話は崩壊 
全て回収方針2010独政府 

岩塩層は水を通さず、亀裂は自己修復できると考えられていた。 
岩塩層に空洞が作られ、そこに土圧により亀裂が生じ地下水が 
出るようになった。 
＊日本の深地層トンネル内で地下水が出ない所はない。さらに
地下に空洞が作られることにより、地震や土圧によりひび割れ
が生じ地下水の流量が増大するであろう。 
＊アッセでは地下水により撤退したのに、日本では選定条件に
入っていないのはなぜ？ 
 
 



日本原子力研究開発機構元主任研究員 
土井和巳氏（現在85歳？） 
原子力に関わる地質学的調査専門家 
OECDの原子力機関NEAの 
放射性廃棄物管理委員会の委員として欧米の
廃棄物処分地を実見している 
 
◎「北欧の計画は数億～数十億年前に形成し
たバルト楯状地の堅硬さと緻密さをもった岩
石を対象にしている。地震はなく、日本との
相違はきわめて大きい。」 
 
◎「残念ながら地殻変動帯に位置しているわ
が国土は長期の安定性を保証できる地域は乏
しく、ほとんどゼロに近い」 
 
◎「地層処分に不可欠の条件は岩石圏の安定
性と地下水の問題の2つに集約される。この2
条件を10万年の長期にわたって保証し得る土
地はない。」 
 
 



1986動燃報告～2007東洋町取り下げ　増田知事変節 
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動
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旧
動
燃
調
査
北
上
山
地
北
部
と
南
部
六
ヶ
所
の
候
補
地 

階上岳 

天神森 

堺の神岳 

峠の神山 

久慈市 

宮古市 

気仙沼市 

大船渡市 

氷上山 

五葉山 

釡石市 遠野市 

釡石鉱山 



増田知事：「海洋汚染
は絶対あってはならな
い」「県内で十分な説
明会を要請する」 



増
田
知
事
変
節「

海
洋
汚
染
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い」

　
か
ら 

「

国
の
エ
ネ
ル
ギー

政
策
全
体
の
問
題、
全
国
民
に
理
解
を
求
め
て」

へ
　
　
　
　

国、
電
力
か
ら
大
き
な
力
が
働
き
？
姿
勢
が
変
化
　
　 

　
＊
日
本
原
燃
は
一
日
で
４
２
０
億
円
の
売
上
増
？ 

26日連絡 
28日説明会 
「県の指導
や協力を得
て決めた」 

宮古
会場

700名
参加 



2007～2011.3.11 韓国の事例，増田氏大抜擢！ 



地層処分事業と地域振興プランについて 



「

地
層
処
分
事
業
と
地
域
振
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て」

 
　
　
地
域
振
興
構
想
研
究
会
　
２
０
０
８．
９
　 
海
外
の
地
域
振
興
プ
ラ
ン
の
実
例
　
フ
ラ
ン
ス
と
韓
国
の
二
例 

（
と
り
ま
と
め
役
杤
山
修
座
長
は、
現
地
層
処
分
技
術W

G

の
座
長）

 

韓国水力原子力㈱も移転 
300億円特別支援金他 放

射
性
廃
棄
物
処
分
と
加
速
器
と 

セ
ッ
ト
で
導
入
　
韓
国
の
成
功
事
例 



増田寛也野村総合研究所顧問、元総務大臣、前岩手県知事より、 
「地域づくりの新たな視点─政府部門との協働をめざして─」と題しまして、ご講演
をちょうだいいたします。 
「・・・要は、首長というのは権力を持っているわけで、きちんとした手
続をとれば、住民が幾ら反対しても、その権力行使は理屈としては可能で
あります。・・・」 

宮田 「皆さん、こんにちは。私は、広島に本社を置きます中国新聞社で、ここに書
いてありますけれども、経済部長をしております。・・・それともう一つ、明らか
なメリットがないと。つまり、それはまさしく、武士は食わねど高楊枝じゃないで
すが、金ではだめなんですね。おまえのところは金が欲しいから誘致したんだろう。
これは、我々の責任かもしれません。マスコミも、さんざんそうやって書きます。
でも、そうじゃないもの、だからこれがあるから手を挙げるんですよという。極め
て極論でＩＬＣ（インターナショナル・リニア・コライダー）なんて書きましたけ
れども。これは、要は約４０キロの直線の加速器の話ですけれども、これなんかが
セットで来ると、これは世界の拠点です。まさしく、ジュネーブのＣＥＲＮの２７
キロのＬＨＣじゃないですけれども、そうしたものが、ちょっと象徴になるような
ものがあるといいのかなと。これはちょっと夢ですけれども。・・・ 

２０１０・１２・１７高レベル放射性廃棄物処分シンポジウム　東京：科学未来館 
基調講演講師：増田寛也氏　 
パネラー：宮田俊範氏（中国新聞経済部長）　の発言から　　　（議事録より） 

首
長
は
住
民
が
反
対
し
て
も、
権
力
行
使
は
理
屈
と
し

て
可
能
！ 

 ILC
と
最
終
処
分
場
を
セ
ッ
ト
に
し
て
は
ど
う
か
！ 



AAA:先端加速器科学技術推進協議会 
Advanced Accelerator Association Promoting Science & 
Technology 

２
０
１
８
年
９
月
に
見
た
協
議
会
組
織

図
に
は 

特
別
顧
問
：
増
田
寛
也
の
名
前
は
な
し 

１
２
月
に
は
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
た 

A
A

A

は
三
菱
重
工
を
協
議
会
の
中
心
と
す
る 

大
企
業
群
に
よ
るILC

誘
致
推
進
母
体
で
あ
る。 

政
産
学
共
同
の
協
議
会
，
事
務
局
はK

E
K

内
に
設

置
さ
れ
て
い
る 

特別顧問　増田寛也氏 



2011～2017科学的特性マップ公表、ILC候補地北上山地決定 



岩
手
県
復
興
基
本
計
画
　
参
考
資
料
　 

　
　
　
２
０
１
１
・
８
　
45
ペー

ジ 
超伝導加速器に
よる未臨界？！ 

 
放射性廃棄物研

究！ 
 

20年の運
用後は？ 

建設費 
8000億円 
半分をホ
スト国で 
負担 



達増知事へILC計画に関わり要請　　　　　2012年4月25日 
「本県に高レベル放射性物質を持ち込まないこと・高レベル放射性廃棄物の最終処分場に
しないための質問・要望書」　市民４団体で申し入れ　マスコミ退去し一社も報道せず 

質１）超電導加速器による未臨界ADSRとは 
質２）放射性廃棄物の研究とは 
質３）上記質１），質２）の意図と経緯　 
答　研究分野として記載、ILCの研究誘致とは無関係 
質４）ILC建設後運用は２０年、空洞の利用計画は　答　未定 
質５）ILCへ放射性廃棄物を持ち込まないこと 
　運用終了後跡地や深部を放射性廃棄物の最終処分場にしなこと　 
　２点について事業主体と文書確認をすること 
答　核廃棄物の最終処分場に転用する考えはない、立地協定などを 
　　締結する際に反映されるようにしたい 



増
田
氏
が
座
長
を
務
め
る 

　[
日
本
創
成
会
議]

がI LC

の
誘
致
を
提
案
　
　
　
　 
加
速
器
を
使
用
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
半
減

期
の
短
縮
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る。 

有
力
候
補
地
は 

　
岩
手
県
北
上
山
地 

　
九
州
　
背
振
山
地 

＊
震
災
復
興
計
画
と
の
関
連
は
？ 

２
０
１
１．
５
日
本
創
成
会
議
設
立 

２
０
１
１．
８
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
資
料
にILC

誘
致

計
画 

＊
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
？ 
 

大
企
業
群
が
構
成
す
る
先
端
加
速
器
協
議
会A

A
A

が
推
進
母
体

で
あ
る
こ
と
を
隠
す
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か 



　　　日本学術会議の回答2012.9 
内閣府原子力委員会から「高レベル放射性廃
棄物の処分の取組について」審議依頼 

• 原子力発電をめぐる大局的政策につ
いての合意形成に十分取組まないま
ま高レベル放射性廃棄物の最終処分
地の選定という個別的課題について
合意形成を求めるのは、手続き的に
逆転しており手順として適切でない、
という判断に立脚している。  



日本学術会議の具体的提言 
福島原発事故を踏まえた 

（１）高レベル廃棄物の処分に関する政策の見直し 
　　　＜基本的な考え方と施策方針の見直しが不可欠＞ 
（２）科学・技術的能力の限界の認識と科学的自律性の確保 
　　　＜超長期の安全・危険、科学者自らの倫理規律＞ 
（３）暫定保管および総量管理を柱とし、政策の再構築 
　　　＜国民が納得する政策、廃棄物の発生量管理＞ 
（４）負担の公平性＜金銭的便益提供政策は不適切＞ 
（５）多段階合意形成の手続き＜広範な国民の認識共有＞ 
（６）長期的な民主的かつ粘り強い取組みが必要　 

提言に対して、原子力委員会＞経産省＞閣議（エネルギー基本計画）とピンぼけになり雲散
霧消 



加
速
器
が
放
射
性
物
質
の
核
変
換

（
短
半
減
期
化）

を
可
能
に 

増
田
前
知
事
　
平
泉
町
講
演
よ
り 



平野達男参議院議員は 
この参議院予算委員会での
質問　５日後４月１４日に 
岩手県知事選に立候補を表
明しました。（自公支持支
援） 



達増拓也知事からアンケートへ回答 
2015年8月13日知事選前に届く 
• 原子力発電の推進に（反対する） 
• 核燃サイクル計画について（反対する） 
• 高レベル放射性廃棄物最終処分場について 
　本県が科学的有望地と指定された場合は 
　（反対する） 
　理由：高レベル放射性廃棄物の「最終処分場について、受け入
れる考えはない」ことを表明している。 



科
学
的
有
望
地
発
表
を
前
に 

 「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
を
考
え
る」

 
岩
手
県
集
会
を
実
施 

　
３
０
０
人
参
加 

２
０
１
５．
１
１．
１
４ 



2017～2019 マップ説明会、ILCに学術会議と市民の壁 
11.16　
盛岡市で
説明会：
金銭供与
による学
生動員を
質す 



科学的特性マップ 
適地は国土の65％、 
市区町村は千五百自治体 
 



NUMO(Nuclear Waste Management Organization of 
Japan)原子力発電整備機構　年度毎広報活動費　 
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（図４）NUMO原子力発電環境整備機構 年度毎広報活動費 
19年間の総予算計465億円　HP事業年度予算より 

放射性廃棄物
WGの中間まと
め発表 

東洋町応募 
撤回 

19年間の累計465億円 



北上山地がILC候補地に
決定2017.4.3～ 

2017年7月　ILC誘致を考える会　発足　講演、質問要請等 
2018年9月24日　ILC解説セミナー　初めてのリスク説明会 
　　トリチウムが大量に生成、地下100ｍではなかった等 
〃　年9月18日  日本学術会議ILC見直し案の回答案公開　 
〃　年12月19日　日本学術会議「誘致支持に至らない」 
2019年３月7日文科省見解「誘致するとの結論に至らず」 
〃　年3月29日KEKは学術会議の次期マスタープランに応募 



ビームダンプにトリチウムが 
１００兆ベクレル生成がわかる！ 
・　福島で貯蔵の１／１０ 

・　女川原発３基では２００２～２０１２に 
0.15兆ベクレル海洋放出 



ILC

ト
ン
ネ
ル
計
画 

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
当
初
計
画
の
五
〇
キ
ロ
メー

ト
ル
の
も
の
で
あ
る。 

二
〇
一
七
年
十
一
月
に
見
直
さ
れ
約
二
〇
キ
ロ
に
短
縮
さ
れ
た。 



・２０kmはどの範囲か？ 
・地下１００mのトンネルでは 
　なかった！ 

19m 19m 



勇
気
を
持
ち 

立
ち
上
が
っ
た
地
元
の
人
た
ち 

ILC誘致を考える会、他 



　ILC

解
説
セ
ミ
ナー

開
催 

二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日
　
一
関
市
保
健
セ
ン
ター

に
て 

初
め
て
の
リ
ス
ク
説
明
会
　
約
一
五
〇
名
参
加 

　
東
北ILC
準
備
室
　
佐
々
木
地
域
部
長 

　
東
北ILC
準
備
室
　
成
田
広
報
部
長（

岩
手
大
理
工
学
部
教

授）
 

　
行
政
担
当
者
が
不
在
の
ま
ま 

主な疑問と回答　疑問続出 
１）ILC跡地が放射性廃棄物の処分場になるのでは 
　　回答：処分場選定の際は地元の意見を聞くことになっている 
２）トリチウムが大量（１００兆ベクレル）に発生するが 
　　回答：漏れた場合捕集タンクへ，施設の外に出さない 
　　＊なぜ今まで公開しないできたかについては答えず 
３）その他　情報公開せよ，なぜ早くリスクを知らせなかったのか 
　　放射性物質の規制法は人々を守らない，アセスメント，進め方の順序 
　　回答：今後４年かけて課題を解決していく 



増田寛也 
総務大臣 
岩手知事 
WG座長 
AAA顧問 

AAA先端
加速器推
進協議会 

KEK高エネ
ルギー加速
器機構 

岩手県マスコ
ミ，国県議員 
市町行政 
商工業 

内閣府 
日本学術会議 

県南立上がっ
た人々 
ILC誘致を考
える会など 

激励 

最終処分
回答 

ILC回
答文科
省 

働きか
け 



核の最終処分場　まとめ 
１）日大高橋教授、名大吉田教授は北上山地と阿武隈高原北部海岸地域を地層処
分の候補地として挙げている。 
→神戸大石橋教授は「地震現象への考慮に欠ける」と批判している。 
 
２）日本学術会議回答「原子力発電の国民的合意がないまま最終処分地を求める
ことは手続き的におかしい」 
→政策の見直し、総量管理、暫定保管などの提案を国資源エネ庁・WGは無視。 
 
３）増田前知事は日本創成会議がILC誘致を提案と公開したが，氏が特別顧問を
している(三菱重工を中心とする)先端加速器技術推進協AAAが推進母体である。
増田氏は最終処分場選定を審議する国の放射性廃棄物WGの委員長だった。 
韓国の事例をモデルにILCとセットもしくは敷地転用で誘致される可能性がある。 
 
４）達増知事は本県が最終処分地候補となった場合は「反対する、受け入れる考
えはない」「ILC跡地を最終処分場に転用はしない」と回答。知事が変われば？ 
 
５）国は学術会議回答を受けILCは「誘致するとの結論に至らなかった」と公表。
KEKはこれを受け学術会議マスタープランにILC計画を応募した。  
 

 

　 



おわりに 
最終処分場計画について話し合いの前提条件 
○　高レベル放射性廃棄物の発生を止めること（原発を止める） 
○　エネルギー・原子力政策の国民的合意を得ること 
　  民主的な話し合いの場で合意を得る 
○　放射性物質の汚染から人々を守る法体系を整備すること 
○　人々の人格権（幸福追求権）を尊重すること 
以上を前提に、 

全国民で高レベル廃棄物の最終処分について考えることにしては
どうでしょうか。 

本日のレジメ、スライド、資料集は　三陸の海・岩手の会HPに全てアップ（19.5.18）しました。 
この資料が役に立つことがなければよいのですが・・。ガラス固化体2500本が現に存在しています！ 




